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予算 と 事業
令和 3 年度ときがわ町

　
令
和
3
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額

は
、
52
億
６
，２
５
３
万
2
千
円
で
、
令
和
2
年

度
の
52
億
４
，０
７
７
万
9
千
円
と
比
較
し
て
、

２
，１
７
５
万
3
千
円
（+

０
．４
％
）
の
増
額

と
な
り
ま
す
。
そ
の
主
な
理
由
は
、
道
路
改
良

等
の
工
事
や
路
線
バ
ス
車
両
入
替
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
令
和
3
年
度
は
、「
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く

り
」「
と
き
が
わ
版
総
合
戦
略
」「
安
全
で
安
心

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」「
計
画
的
な
行
財
政
運

営
」
を
重
点
施
策
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
た
め
、
各
学
校
に
お
い
て
は
学
年
の
切
り
替

え
の
大
切
な
時
期
か
ら
学
校
生
活
に
不
安
を
覚

え
る
よ
う
な
状
況
が
続
き
、
各
家
庭
に
お
い
て

も
様
々
な
制
約
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況

を
克
服
し
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
姿
を
取
り

戻
す
た
め
、
必
要
な
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
高
齢
者
ほ

ど
重
症
化
し
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
1
年
は
施
策
を
推
し
進

め
る
状
況
に
無
く
、新
た
に
計
画
し
て
い
た
「
高

齢
者
大
学
」
も
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
後
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
改
め

◆ 一 般 会 計　地方公共団体の行政運営の基本的な経費を計上した会計

◆ 特 別 会 計　�地方公共団体が特定の事業を行う場合、特定の歳入を特定の目的の歳出に
充て経理する必要がある場合、一般会計とは区分して収支経理を行う会計

◆ 地 方 交 付 税　�国が地方公共団体に対して、国が徴収した税金の一部を、使い道を指定せ
ずに交付するもの

◆ 国・県支出金　国・県が地方公共団体に対して、使い道を指定して交付するもの

◆ 繰 越 金　前年度の収入と支出の差額を繰り越すもの

◆ 繰 入 金　基金や他会計から収入するもの

◆ 町 債　町が借り入れるお金

軽自動車税
前年度比 151 円増

3,930円

町　民　税
前年度比 7,013 円減

42,901円

固定資産税
前年度比 879 円増

59,232円

た ば こ 税
前年度比 401 円増

5,331円

用語の解説

衛　生　費
46,046 円

（前年度比 2,419 円増）

ごみやし尿処理、保健衛生

のためのお金

土　木　費
24,957 円

（前年度比 356 円増）

道路や公園などを新設、

補修するためのお金

消　防　費
27,562 円

（前年度比522円減）

消防活動や災害時などに必

要な物資及び防災施設の維

持管理のためのお金

農林水産業費
11,460 円

（前年度比 735 円減）

農業、林業の振興などの

ためのお金

商　工　費
11,120 円

（前年度比 781 円減）

商工業や観光の振興など

のためのお金

公　債　費
65,718 円

（前年度比 3,675 円増）

今までに借りたお金を返済

するためのお金

教　育　費
47,155 円

（前年度比 14,403 円減）

学校運営や図書館、公民館

などの教育施設を維持管理

するためのお金

総　務　費
96,462 円

（前年度比 15,254 円増）

戸籍住民、課税徴収、選挙

や庁舎管理など総括的な事

務を行うためのお金

令和 3 年度当初予算が３月議会で可決されました。
今月は、その予算と事業の概要についてお知らせします。

町民 1 人あたりに
使われる予算

483,688 円
※ 10,880 人で計算

（R3.3.1 現在）

町民 1 人あたりの町税負担額

111,394 円
※ 10,880 人で計算（R3.3.1 現在）

15億3,315万円
29.1%

10億4,950万6千円
19.9%

町税
12億1,196万5千円
23.0%

繰入金
3億5,527万9千円
6.8%

繰越金
1億円
1.9%

その他
2億62万8千円
3.8%

地方交付税
19億円
36.1%

町債
2億9,300万円
5.6%

国・県支出金
8億986万円
15.4%

その他
3億9,180万円
7.4%

7億1,501万3千円
13.6%

5億1,304万4千円
9.7%

5億97万6千円
9.5%

2億9,987万6千円
5.7%

2億7,152万9千円
5.2%

1億2,468万9千円
2.4%

1億2,098万4千円
2.3%

7,606万7千円
1.4%

2,269万8千円
0.5%

3,500万円
0.7%

自主的な収入
国または県から
交付される収入等

総額
52億6,253万2千円

総額
52億6,253万2千円

て
高
齢
者
が
健
康
で
充
実
し
た
暮
ら
し
が
続
け

ら
れ
る
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

と
き
が
わ
版
総
合
戦
略

　
人
口
減
少
が
進
む
中
、
若
い
世
代
を
町
内
に

留
め
る
こ
と
、
呼
び
込
む
こ
と
は
総
合
戦
略
の

大
き
な
柱
で
す
。
そ
こ
で
、
若
い
世
代
や
子
育

て
世
帯
が
暮
ら
し
の
場
・
子
育
て
の
場
と
し
て

と
き
が
わ
町
を
選
択
し
、
と
き
が
わ
町
に
留
ま

り
、
と
き
が
わ
町
に
転
入
を
促
す
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
若
い
世
代
に
、
と
き
が

わ
町
が
選
択
肢
の
一
つ
と
な
る
よ
う
な
支
援
策

を
打
ち
出
す
こ
と
で
、
と
き
が
わ
町
へ
の
定
住
、

移
住
の
呼
び
水
と
し
ま
す
。

安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
し
早
い

段
階
で
住
民
生
活
へ
の
支
援
策
を
打
ち
出
し
対

応
し
ま
し
た
が
、
未
だ
そ
の
渦
中
に
あ
り
ま
す
。

何
事
に
も
先
ん
じ
て
取
り
組
む
べ
き
は
、
こ
の

コ
ロ
ナ
禍
を
克
服
す
る
こ
と
。
そ
の
先
に
、
誰

に
と
っ
て
も
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
が
推
進
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

計
画
的
な
行
財
政
運
営

　
合
併
に
よ
る
優
遇
措
置
も
い
よ
い
よ
終
了
で

す
。
こ
れ
ま
で
「
と
き
が
わ
町
財
政
運
営
計
画
」

に
基
づ
き
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
引
き
続
き
健
全
財
政
に
努
め
ま
す
。

民　生　費
140,914 円

（前年度比7,544円増）

児童、高齢者、障害者福祉

を推進するためのお金

災害復旧費
3,217 円

（前年度比 3,262 円減）

災害復旧のためのお金

そ　の　他
2,086 円

（前年度比 30 円増）

雇用対策、労働関係などの

ためのお金

議　会　費
6,991 円

（前年度比 123 円減）

町議会運営などのための

お金

1213


